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論 文 内 容 要 旨 
 
 
Factors associated with professional confidence in 
Japanese public health nurses: A cross-sectional 
survey. 
（日本の保健師における専門職としての自信に関連
する要因：横断調査）   






















































 研究 2 では，883 名（58.4％）から回答が得られた．分析は，研究１で開発した操作的定義を
適応し，専門職としての自信を高める項目のうち 1つでも未経験と回答した者を除外した 467
名（30.8％）を対象とした．探索的因子分析の結果から，自信を高める要因は，「第 1因子：技
術的な実践」，「第 2 因子：主体的な学習」，「第 3因子：根拠の追求」「第 4 因子：職場の教育者」
の 4因子 17 項目が抽出され，17項目全体の Cronbach α係数は，0.934 であった．探索的因子
分析で得られた因子によって仮定した因子モデルによる確証的因子分析の結果から，専門職とし
ての自信の因子構造は，おおむね良好なモデルの適合度（GFI＝.918，AGFI＝.888，CFI＝.958，
RMSEA＝.067）を示した． 
Ⅳ．結論 
保健師の専門職としての自信を高める要因には，「技術的な実践」，「主体的な学習」，「根拠の
追求」「職場の教育者」の 4 因子が存在していたことから，保健師の自信の獲得から実践力を育
む人材育成には，本研究で明らかになった 4因子を取り入れた現任教育プログラムが有益である
と考える． 
